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は
じ
め
に

政
府
の
日
本
再
興
戦
略
に
基
づ
き
、
機

関
投
資
家
が
そ
の
責
任
を
果
た
す
に
あ
た

り
有
用
と
考
え
ら
れ
る
諸
原
則
を
定
め
た

い
わ
ゆ
る
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
と
、
上
場
会
社
の
実
効
的
な

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
資
す
る
主
要
な
原

則
を
取
り
ま
と
め
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
、
２
０
１
４
年
以
降

に
続
け
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

上
場
会
社
と
投
資
家
の
間
で
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
中
長
期
的
な
成
長
の
た
め
の
建

設
的
な
対
話
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
３
月
、
東
京
証
券
取
引
所

は
、「
資
本
政
策
に
関
す
る
株
主
・
投
資
家

と
の
対
話
の
た
め
に
～
リ
キ
ャ
ッ
プ
Ｃ
Ｂ

を
題
材
と
し
て
～
」を
公
表
し
た
。
こ
れ

は
、
リ
キ
ャ
ッ
プ
Ｃ
Ｂ
と
い
う
資
金
調
達

手
法（
Ⅳ
参
照
）を
題
材
に
、
投
資
家
目
線

の
典
型
的
な
問
題
意
識
を
挙
げ
る
こ
と

は
な
く
、
資
本
市
場
が
介
在
し
、
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
条
件

に
よ
っ
て
取
引
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
金
融
形
態
は
、
伝
統
的
な
間
接
金
融
と

区
別
し
て「
市
場
型
間
接
金
融
」と
呼
ば
れ

る
。
市
場
型
間
接
金
融
で
は
、
社
債
管
理

者
や
社
債
権
者
集
会
な
ど
画
一
的
処
理
と

投
資
家
保
護
に
配
慮
し
た
手
当
て
が
必
要

に
な
る
ほ
か
、
金
融
商
品
取
引
法
に
基
づ

く
開
示
規
制
が
及
ぶ
。
以
下
、
有
価
証
券

の
発
行
を
用
い
た
複
数
の
資
金
調
達
手
法

を
比
較
し
て
論
じ
る
が
、
社
債
発
行
の
局

面
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
市
場
型
間

接
金
融
の
特
徴
も
踏
ま
え
、
融
資（
ロ
ー

ン
）を
採
用
し
な
い
理
由
の
説
明
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

⑵
　
エ
ク
イ
ティ
、デ
ッ
ト
、ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド

普
通
株
式
は
エ
ク
イ
テ
ィ
性
の
、
社
債

や
融
資（
ロ
ー
ン
）は
デ
ッ
ト
性
の
、
そ
れ

ぞ
れ
典
型
的
な
金
融
商
品
と
い
え
る
が
、

あ
る
金
融
商
品
が
エ
ク
イ
テ
ィ
と
デ
ッ
ト

の
い
ず
れ
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
白
な
基
準
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
会
社
法
上
、「
株
式
」

と
い
う
用
語
は
定
義
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
社

債
」の
定
義（
会
２
二
十
三
）も
形
式
的
な

も
の
に
と
ど
ま
る
。
エ
ク
イ
テ
ィ
と
デ
ッ

ト
の
分
類
は
、
経
営
参
加
権（
議
決
権
の

有
無
）、
支
払
の
裁
量
性
、
劣
後
性（
残
余

Ⅰ
募
集
形
態・市
場
や
財
務・法
務
の
視
点
か
ら

各
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の

特
徴
と
比
較

で
、
資
金
調
達
を
行
お
う
と
す
る
上
場
会

社
が
、
当
該
資
金
調
達
手
法
を
選
定
し
た

理
由
や
こ
れ
に
よ
る
会
社
や
株
主
へ
の
影

響
を
具
体
的
に
分
析
し
、
株
主
・
投
資
家

に
対
し
て
こ
れ
を
説
明
す
る
こ
と
を
促
す

も
の
で
あ
っ
た
。

上
場
会
社
が
資
本
市
場
を
通
じ
て
行
う

資
金
調
達
の
手
法
は
、
リ
キ
ャ
ッ
プ
Ｃ
Ｂ

以
外
に
も
多
数
存
在
し
、
前
記
公
表
資
料

も
リ
キ
ャ
ッ
プ
Ｃ
Ｂ
を
１
つ
の
題
材
と
し

た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
資
本
政
策
に
つ
い
て

広
く
株
主
・
投
資
家
と
の
対
話
を
促
す
も

の
で
あ
る
。
本
特
集
で
は
、
代
表
的
な

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
を
取
り
上
げ
た
う
え

で
複
数
の
視
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や

差
異
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
上
場

会
社
に
よ
る
投
資
家
と
の
対
話
の
際
に
理

解
し
て
お
く
べ
き
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
す
る
。
特
に
Ⅱ
以
下
で
は
、
想
定
さ
れ

る
投
資
家
に
よ
る
質
問
や
検
討
の
視
点
を

挙
げ
、
対
話
に
備
え
る
た
め
の
要
点
を
解

説
す
る
。

各
金
融
商
品
の
特
徴

⑴
　
直
接
金
融
と
間
接
金
融

資
金
需
要
者
が
、
資
本
市
場
に
お
い
て

自
ら
有
価
証
券
を
発
行
す
る
こ
と
を
通
じ

て
投
資
家
か
ら
資
金
の
融
通
を
直
接
受
け

る
こ
と
を
直
接
金
融
と
い
う
。
こ
れ
に
対

し
て
、
金
融
機
関
が
資
金
需
要
者
と
資
金

供
給
者
の
間
の
金
融
を
仲
介
す
る
方
法
を

間
接
金
融
と
い
う
。
普
通
株
式
を
代
表
例

と
す
る
エ
ク
イ
テ
ィ
（
資
本
）は
、
通
常
は

直
接
金
融
の
方
法
で
調
達
が
行
わ
れ
る
。

一
方
、
デ
ッ
ト（
負
債
）の
う
ち
、
融
資

（
ロ
ー
ン
）は
間
接
金
融
の
典
型
例
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
債
券
投
資
は
、
機
関

投
資
家
や
間
接
金
融
機
関
が
最
終
的
な
資

金
供
給
者
で
あ
る
個
人
投
資
家
か
ら
預
託

さ
れ
た
資
金
を
用
い
て
投
資
す
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
発
行
会
社
と
機

関
投
資
家
等
は
相
対
取
引
を
行
う
わ
け
で


